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論文の内容の要旨
　本論文は10方晶Al－Mp－Pd準結晶の構造を5次元クラスターにより，最小2乗法及び最大エントロピー法を
用いて研究したものである。5次元クラスターは準結晶が原子クラスターを準周期的に配列したものであること
に基づいて，クラスターの配列は固定してクラスター内の原子位置，温度因子，占有率等を精密化して構造を決
定するものである。本研究ではクラスターの初期構造として平賀等によって与えられたものを採用し，X線単準
結晶回折データに基づいて解析している。合金では同一のサイトを2つの原子が統計的に占めることがしばしば
あるため，原子の分布を求めるのに5次元最大エントロピー法を適用し，電子密度のピークから原子種の分布を
推定し，それに基づいて最小2乗法で占有率，原子位置などを精密化してヨ準結晶の構造精密化への最大エント
ロピー法の適用の有用性を示した。構造精密化では消滅則を説明する5次元空聞群P　l05／mmcとPl05脈cを持
つ2つのモデルを検討し，後者が正しいことを示した。これは10方晶準結晶を対称心のない空問群で解析した初
めての例である。このモデルは217個のパラメータと1400個以上のX線回折強度を用いん＝12％を得ている。
この構造は10回軸に垂直な10枚の層からなる層状構造と考えられるが，その4枚が大きくしわのよった層になっ
ており，これを考慮することが精密化に重要であることを明らかにした。
審査の結果の要旨
　本研究は準結晶のクラスター内の原子位置，占有率，温度因子を精密化した最初の本格的な研究で，構造精密
化に最小2乗法と合わせて最大エントロピー法を適用することが有効であることを示した。またA1－MrPd準
結晶の構造を従来の解析（札＝21％）より格段に精度良く決定した。したがって，結晶構造学的に意義のある
重要な研究である。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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